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タテ・ヨコの数字はその列の中で連続して塗るマスの数を左あるい
は上から表しています。同じ列に複数の数字がある時は、数字と数
字の間に必ず1マス以上の塗らないマスがあります。パズルを解い
て最後に現れる絵柄は何？

見本のブロックと組み合わせると、
立方体になるのは①～③のどれ？

見本
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ブロック
24個

2 1 1
1 1

15
2
1
1
5
1

1
1

2 1 1
1 1

15
2
1
1
5
1

1
1

【例】

答え：４

現れる数字は
何でしょう？
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横浜国立大学大学院工学研究科博士課程修了。1984年より、株式会社東芝総合
研究所（現 研究開発センター）勤務。1999年より、財団法人マイクロマシンセン
ター勤務。2001年より岡山大学教授を経て2014年より東京工業大学教授。
2016年に東工大と岡山大学の両大学発ベンチャー企業s-muscle（エスマスル）
を設立し、空気圧で動作する細径人工筋肉の販売を開始。2017年に人工筋肉を
使った筋骨格ロボットで攻殻機動隊 REALIZE PROJECT 「the AWARD 2016」
『義体（ロボット）』部門グランプリ受賞。ロボティクス研究分野において受賞歴・
メディア出演ともに多数。著書に『ロボットはなぜ生き物に似てしまうのか』『アク
チュエーター工学入門』。工学院機械系担当。

Koichi Suzumori

2004年、中央大学商学部卒業。2006年、東京工業大学大学院総合理工学研究科
知能システム科学専攻修士課程修了。2006年、株式会社リクルートホールディング
スに入社。同社のデジタル化を推進した後、新規事業提案制度での提案を契機に新
会社を設立。事業を3年で成長フェーズにのせ売却した経験を経て、2014年、メディ
アテクノロジーラボ所長に就任。2015年4月、リクルートのAI研究所であるRecruit 
Institute of Technologyを設立し、初代所長に就任。2017年、デジタルセンセー
ション株式会社取締役COOに就任。2017年10月の合併により設立された株式会
社エクサウィザーズの代表取締役社長に就任。政府が主導する人工知能技術戦略
会議ベンチャー育成・金融連携タスクフォース副主査。静岡大学客員教授、東京大学
政策ビジョン研究センター客員准教授。

Ko Ishiyama

ですね。東工大時代は何の研究をされていたの

ですか？

石山　主にマルチエージェントシミュレーション

をやっていました。もともと社会科学系のバック

グラウンドがあり、コンピュータサイエンスを活用

したら社会科学はもっとよくなるんじゃないかと

思ったんです。当時はビッグデータという言葉も

なく、エージェントベースシミュレーション　　か

ら出てきたデータの解析しかできませんでした。

AIといっても外の世界に閉じた研究が多かった

です。

鈴森　インターネットが台頭しはじめた時代です

ね。今はビッグデータを活用できるようになりまし

たから、たとえば社会全体がシミュレーターとい

えそうですね。

石山　おっしゃる通りです。実際にプロダクトをつ

くってアプローチすると社会の状態や反応が変

わって、結果のデータを見ながらPDCAサイクル

を回すことができます。学生時代の研究をさらに

広げ、その延長線上で社会にインパクトを与える

ことができるようになってきました。

鈴森　現在にまでつながるビジョンを、学生のと

きすでにご自分で思いつかれていたというのは

すごいですね。

石山　とんでもないです。当時の知能システム科

学専攻では複雑系を研究していたので、ミクロ経

済とマクロ経済の現象をモデルとしてつなげよう

と挑戦していました。データが取れる今では、両方

のデータを結びつけて解析することができます。

鈴森　今のお仕事に通じると思いますが、たとえ

ばどのような領域に活かされているのでしょう？

石山　介護へのAIの活用です。事例としては、認

知症の方に対して見る、話す、触れるなどのケア

を行うと症状がどう変化するか、といったことが

定量的に計れるようになってきました。医療の世

界にはデータに基づいた科学的根拠があります

が、ケアの世界はそうではありません。データが

取れず動画や画像自体を解析する方法もなかっ

た。それがディープラーニングなどで解析が進む

ようになった今、AIを使って介護の世界に科学の

観点を導入できるようになってきました。症状や

要介護度の変化に応じて、社会保障費や効用関

数がどう変わるのかもつながって見えるわけで

す。学生時代に理論的に考えてやりたかったこと

が、現実の社会で実践できるようになってきたこ

とを感じますね。

鈴森　理系の中でも電気電子やメカトロニクス

はコンピュータサイエンスに近い領域ですよね。

そこから医科学系やその先の社会科学系の経済

学につながって、一番遠くには文学系があるわけ

ですが、石山さんご自身の立ち位置は理系か文

系か、どういう認識なんですか？ どちらとも区別

をつけないというのが正解なんでしょうけども。

石山　そうですね…。コンピュータサイエンスと

経済学をつなげることからはじまり、今は自分の

知識をケアの世界や医学に結びつけるために僕

も勉強の日々です。これから社会的なインパクト

を生み出すには、理系文系に関わらずダブルやト

リプルのディグリーを目指す学習の必要性が高

まっていると感じています。AIの人材育成でも、コ

ンピュータサイエンスや機械学習、ロボティクス

も含めて、AIと親和性の高い分野から段階的に

学習できる機会を学生に対して大学側が用意し

ていったらいいと思いますね。

（対談日：2018年6月7日／大岡山キャンパスにて）

他大学の文系学部から東工大の大学院に理転された経歴を持ち、

人工知能（AI）を軸に新しい社会づくりの場で活躍されている石山洸さん。

ロボティクス分野において幅広い研究と開発を進め、

人工筋肉など新しいロボットや機構の実現に取り組む鈴森康一教授。

時代とともに進化を続けるロボットとAIは、

今後どのように交わり、人間の明るい未来を切り拓いていくのか。

お二方の考えを語り合っていただきました。

理転で見えた
これからの社会につながる研究の道

　　　エージェントベースシミュレーション：自律的な意
思決定を行うエージェントをシステムの基本的な構成要
素としてモデル化し、システムの全体的な挙動とエージェ
ントのボトムアップ的な挙動とを連携させて考察するため
の一手法。

石山　今日はお招きいただきありがとうござい

ます。こうしてキャンパスを訪れると大学院生だっ

た頃の懐かしい雰囲気を感じます。

鈴森　文系の学部生から東工大の修士課程へ進

むのはとても大変ですよね。相当な苦労があった

かと思います。

石山　大学2年のときに起きた9.11でアメリカに

興味を持ち、渡米を考えたがお金がない。そこで

偶然目にしたカーネギーメロン大学のプログラミ

ングコンテストの出場権を手に入れればアメリカ

に行けると思い、必死でJavaを覚えました。無事

出場できたのですが、そこで東工大の出口弘先生

に出会ったんです。先生は理学と経済学の両方の

博士号をお持ちで、研究室に誘われたのが理転

のきっかけでした。ただ、入学には数学が必須で

す。大学の一般教養の先生に弟子入りして通常授

業終了後に毎晩通いました。まず微積分と線形代

数を完璧にするキャッチアップが大変でしたね。

鈴森　石山さんにとって、出口先生の研究室が

自分の研究を進めるちょうどよい場所だったの

※ 1

※ 1



TARGETTARGET TARGETTARGET

CAMERACAMERA

写真４写真４

T e c h  T e c h4 52 0 1 8  A u t u m n

鈴森　理系と文系がつながっていく体制は、まだ

実際の社会では整っていませんね。異分野の学術

融合がもっと必要だと思います。たとえば知能ロ

ボットだけを見ても、情報科学（知能）と機械（ロ

ボット）の各領域がクリアに分かれた上で今の産

業界は成り立っています。本来はもっと融合して

いかなければならないのに、それぞれのエンジニ

アが分業しているのが現実です。

石山　AI側にはロボティクスと融合させたいと

いう需要が多いです。ただし、そこには融合させ

る目的を踏まえたもう一つの軸が必要かなと。た

とえば「ロボット×AI」に「介護」という軸を加える

と具体的なゴールが明確になりますし、そういっ

た方向性で設計することが重要だと思います。

鈴森　僕も今は機械（ロボット）の立場で研究し

ています。最近の工場の仕分けロボなどは、AIや

ディープラーニングと結びついて速度も精度も高

い動きを実現していますね。現在のロボットを人

間の日常に導入しようとするとうまくいきません。

というのも、ロボットはソフトウェアもメカニズム

も緻密に正確に組んでいくもので、速く正しく動

かすことは得意だけれども、今のプログラミング

だと想定外のことが起こると一気に破綻してしま

います。それと、次々と進化するAIに比べてメカは

進展が遅いんですね。

石山　メディアで取り上げられている、ロボットも

急速に進化しているというイメージとは少し乖離

があるんですね。

鈴森　そうですね。それに、進化の速さではなく

流れそのものが変わってきていると感じます。有

史以来、産業革命を通じて発展してきた技術は外

敵から生き抜くため、ワットの蒸気機関をはじめ

パワー、スピード、精度、確実性を目指してきまし

た。たとえば、材料科学では安定した強い材料の研

究が主流だったのが、最近は時間が経てば腐って

土に還るプラスチックのように、いわば不安定な

材料、つまり従来とは逆の価値観に基づいた動き

くように思います。

鈴森　工学というのは人類の発展の歴史そのも

のといえます。道具からエネルギーへと移り、生

き抜くためのものから、やさしさや豊かさを目指

す工学へ変わる時期だと感じています。

石山　まさにその通りですね。僕は文系から東

工大へ理転しましたが、文系のほとんどの人は

社会科学の延長線上で社会的な問題を解こうと

して、解決できずにいる印象があります。対して、

工学的な少し異なるアプローチをすると解ける

ことが多々あるように思います。工学の立場から

見れば非常にやりがいがあり、やっぱり楽しい

分野ですよね。

鈴森　若い学生には、興味があったらぜひそう

いう道を目指してほしいと思いますね。ただもう

一つ思うのは、自分の得意な分野をやらないと

いけないということです。たとえば3Dプリンタや

ドローンといった世の中のブームに流されてし

まわず、本来得意で本当にやりたいことに取り

組むべきだと思います。

石山　確かにAIでも、自分が興味のある世界に

取り組むことでユニークなポジションを築けるこ

とがあります。僕自身、介護や働き方改革にAIを

活用することに取り組んでいますが、これまであ

まり関係がなかった工学やビッグデータの台頭

によって、この分野は今後ますます広がっていく

と思います。先生としては、ほかに学生の方に

持っていてほしい心構えなどはありますか？

鈴森　ロボティクスでは「どうせできないだろ

う」という気持ちが少しでもあると絶対に実現で

きないんです。以前、全長約20mのロボットをつ

くろうと声を出したら、話に乗ってくる学生とそ

うでない学生がいたんですね。普通だとクレーン

みたく重く大きくなって無理だと考えがちです

が、使うときにバルーンを膨らませて動かすロ

ボットとして完成しました（写真3、4）。「いいか

げんロボット」そのものですね。実現する根拠も

ありましたし、やはりそういう信念は大切だと思

います。僕自身、実は今「いいかげん人工物学

会」をつくろうかと考えているんですよ。

石山　介護の世界でもロボットが重要といわれ

ていますが、難しい課題が2つあります。一つ目

は、日本で介護という言葉が生まれてまだ30年く

らいしか経っていないこと。介護のメソッドは世界

的に多々ありますが、歴史は浅く統合もされてい

ません。人間が人間に対して何をやればいいかと

いうモデルがないので、そもそもロボットに何を

させるかも決められない段階です。二つ目は、仮

にモデルができたとしてロボットに実現できるか

というステップです。たとえば触覚はケアにおい

てとても重要ですが、今のロボットにはなかなか

難しい面があります。先生が研究していらっしゃ

る柔らかいロボットと触れ合った人が「心地いい」

と感じられるようになれば道は拓けてきますね。

鈴森　介護や福祉のロボットにはいろんなパ

ターンがあります。自然言語でコミュニケーション

するAIは広まってきましたし、人が起きるのを力

で助ける機械や、介助者が着るパワースーツなど

はもう身近にあります。ただ今までのメカにセン

サーを貼りつけただけではどう見ても機械で、触

れられても心地よくはないでしょう。well-being

につながるロボットはそうではありません。少し

話が逸れますが、ロボットをつくっていると人間や

生物のことがわかってくるんです。「なぜこの筋肉

がここにあるのか」も、設計していると理解でき

る。進化の過程で導き出された答えとして、自然

界の意図がわかるようなときがあって知的な興

奮が得られるんです。非常に面白くもあり、そこに

ロボティクスの今後に関わるヒントがあるような

気がしていますね。

石山　柔らかく動くアクチュエーターもセンサー

も、各分野との融合によってサイエンスになる側

面がありますよね。たとえばカメラで得た介護の

非構造化データ　　も、ディープラーニングで解

析できるようになると、ロボティクスの進化で

ケアの一部が代替できるようになります。

well-beingの実現を科学する時代になってい

鈴森　価値観が変わると社会的な影響も出てき

ますし、ロボティクスの可能性も大きく広がりま

す。そういう意味でソフトロボティクス　　は世界

的にブームになっていますね。

石山　先ほど、生物が最終的なゴールの一つと

いうお話がありましたが、先生が取り組まれてい

る技術は具体的にどういうものなのですか？

鈴森　たとえば人間の足は、股関節に3、膝に1、

足首に2、全部で6自由度を持っています。自由度

とは自由に動かすことのできる方向の数のこと

で、この6つを動かすために人間は50もの筋肉

を駆使しているんですね。それをロボットに転換

すると、動かす対象が6つしかないのに50個の

モーターを使うわけです。当然、拘束条件　　が

あって50個を正確に協調させないと動かすこと

は難しい。この筋肉とモーターを合わせた機能を

持つアクチュエーター　　自身を滑らかに動か

すことに取り組んでいて、そこに産業ロボットでは

御法度だった柔らかさや「いいかげん」が必要に

なってくるのです。

石山　産業ロボットの制御は確かに難しいです

ね。現在進めている事業の一環で、双腕型のアー

ムロボットにタオルを畳ませようとすると、モー

ターの数が多く一つひとつの制御はとても困難

です。しかしバーチャルリアリティ（VR）で畳み方

の映像を取り込み数十回の学習をさせると畳め

るようになったり、盛りつけ方を教えるとサラダが

つくれるようになったり。一つひとつ整理して進

むのではなく、AIを活用して人間の動作をそのま

ま「いいかげん」に学習させることでスムーズな

動きができるようになりますね。

鈴森　AIの知能はもちろん、生物の知見も重要で

す。たとえばオジギソウがありますよね。触ると動

いて、おじぎをする。どこがセンサーで、どこがアク

チュエーターで、どこが知能かの区別がなく一体

で動く。これをロボットで再現するには、多分野と

の融合や応用をより考えなければいけません。

が出てきています。

石山　社会が成熟し、人間が長生きするように

なった。だから外から内に関心が向くようになっ

たわけですね。介護でも、どうコミュニケーション

すれば効用関数や指標自体が高まるかが科学さ

れはじめました。人間の豊かさを求める、いわゆ

るwell-beingを志向しているといえます。

鈴森　そうした時代の流れを踏まえて、ロボティ

クスが目指す最終的なゴールの一つに生物があ

ります。これは生物を外見的に真似るわけではあ

りません。本質的に学ぶものがあるということで、

最近僕は「いいかげんロボット」なるものを提唱

して国際学会や学会誌で発表しているんです。

「いいかげん」というのは「良い具合」と「無責任」

という正反対の意味を持つ面白い言葉ですよね。

石山　「適当」も同様ですね。どういった考え方な

んでしょうか？

鈴森　これまでの科学技術では無責任など許さ

れず、緻密さや正確さが求められるからこそ、非

常に精度の高い立派なロボットがつくられてき

ました。でも、その対象が生物である人になった

場合、1ミクロン単位の動作は必要ありません。

一方、軽く触る、なぞるというような動作はこれま

でのロボットにとっては苦手中の苦手なんです

ね。だからこそ正確無比につくらなくとも「良い具

合」にできるんじゃないか。AIも学習の状態に

よって答えが違ってくるのはある意味で無責任で

すよね。それでも学習を重ねるうちに「良い具合」

になっていく。この考え方を論文に書くとき、英訳

はどうしようかと各国の人に聞いたんですが、ま

さに適当な言葉は返ってきませんでした。ポジ

ティブとネガティブをどちらも含んだ日本特有の

この概念を世界に発信していきたいのです。

石山　面白いですね！ 確かにコンピュータサイエ

ンスのアプローチは、機械学習で用いられる誤差

逆伝播法　　からして「いいかげん」です。ちょっ

とずつ進化しては技術として記述できるように

なっていく。ビッグデータがある今の時代なら、ア

ルゴリズムが少し進化するだけで社会的インパク

トも大きくなると思います。

石山　それは楽しそうですね。ぜひ実現してほ

しいです。僕も東工大の先輩として一言アドバ

イスさせていただくと、学生自身のセンサーが

どう進化していくかも重要だと思います。つま

り、ロボティクスやAIの社会的ニーズをどう捉

えるかということです。これからのサイエンス

は、人間社会の豊かさやwell-beingへの理解

をより深めていく時代になります。世界的には

インダストリー4.0　　といわれ、日本ではソサ

エティ5.0　　という独自の哲学でイノベー

ションを生んでいこうとしています。社会がます

ます成熟していく中で、科学技術と大きな社会

課題をつなげて見られるかどうか。そういった

認知プロセスの視点が東工大の学生にとって

大切になってくる気がしています。

鈴森　おっしゃるように、ロボティクスやAIの中

心に人間を据えて考えることがwell-beingに

つながりますね。これからこの分野や東工大を

目指す学生にぜひとも伝えたいメッセージです。

写真3：全長約20ｍの軽量かつ安全なロボットアーム。
ヘリウムを充填したフィルム風船の構造材で自重補償
を行い、アームの関節は細い人工筋肉で動く。膨らむ前
は約20cmの小さなサイズにコンパクトにまとまり、一
人でも容易に持ち運びができる。

写真4：ロボットアームの先端にはカメラが装着され
ている。高い建物や塔の内部に自在に入り込み、映像
を撮影しながら高所の異常を見つけることが可能。災
害現場の初期観察、建造物の点検などに用いること
が想定されている。

写真1：人工筋肉で柔らかく動く筋骨格ロボット。「たと
えば膝には普通のロボットではシャフトを入れますが、
回転中心が固定されてしまう。ところが人間は軸がブレ
るので、人工筋肉を使えばそのブレを再現する『いいか
げん』な動きにつながるんです。また、人工筋肉は束に
なっており、空気漏れが生じたら、その1本を交換せず、
先を結んで残します。人間の筋力の劣えと同じ仕組みで
す（笑）」（鈴森教授）

人間のように動く「筋肉」と
人間に学んだ「知能」の融合

ロボットとAIの中心に
ヒトを据えて考える

「いいかげん」という考え方が
新しい豊かさをもたらす

※ 2  誤差逆伝播法：機械学習において、人間の脳内の神
経回路網を数学モデルで表したニューラルネットワークを
学習させる際に用いられるアルゴリズムのこと。バックプ
ロパゲーションとも呼ばれる。
※ 3  ソフトロボティクス：従来の硬く力強く精密なロボッ
トに「柔らかさ」という概念を加えた新しい技術分野。生物
のように柔軟に動くロボットの開発が目指されている。
※ 4  拘束条件：物体の動きのシミュレーションで、各自由
度を「自由に動かせる」か「固定する」か定義したもの。た
とえば足の膝だけ動かす場合、股関節と足首は固定され
ているが膝は自由度があるという拘束条件が課されてい
ることになる。
※ 5  アクチュエーター：油圧や電動モーターによって、エネ
ルギーを並進または回転運動に変換する駆動装置のこと。
※ 6  非構造化データ：画像、動画、音声、文書など、従来
のデータベースモデルのような構造定義を持たない非定
型なデータのこと。非構造化データを活用することをビッ
グデータの活用という場合が多い。
※ 7  インダストリー4.0：2011年にドイツが提唱した製
造業の第四次産業革命。製造業のデジタル化により新し
いビジネスモデルや価値をつくり出すことを目的とした国
家的戦略的プロジェクト。
※ 8  ソサエティ5.0：日本政府が提唱する科学技術政策
の基本指針のひとつ。IoT、ロボット、AI、ビッグデータ等の
新技術を産業や社会生活に取り入れてイノベーションを
創出し、社会的課題を解決する新たな社会のこと。

※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

※ 6

※ 7

※ 8

www.robotics.mech.e.titech.
ac.jp/home.html

鈴森・遠藤
研究室

新しいロボットやメカトロニクス機構の
実現を目指し、機能デバイス開発から
システム構築、フィールド研究まで
幅広く研究を進めている。 
主な研究課題に、
人工筋肉とロボット応用、
ソフトロボティクス、
油圧タフロボティクス、
身体サポートロボティクス、
マイクロロボティクスなど。

写真2：表紙に登場した阿部智輝さん（工学院機械系修
士課程2年）の全身を3Dスキャンしてつくった専用パ
ワースーツ。人工筋肉に空気を注入すると脱力していて
も腕が持ち上がる。介護や福祉での活用を目標に、まず
は長時間腕を上げたままの工場作業や農作物収穫など
のサポートを目指す。
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津波、台風、高潮など、沿岸域を襲うさまざまな災害。

海岸工学・海洋工学を学術的バックグラウンドに持つ髙木准教授は、

日本を含むアジア各地の途上国で防災に役立つ研究に取り組んでいる。

防災への関心が世界的に高まる今、その研究の最前線を追った。

髙木准教授は話す。

「漁業や養殖が発達しているタイでは、伝統的に竹を使う技術があ

ります。その技術を活用して竹を防波堤にする試みが行われている

んです。まだ失敗も多いのですが、そういったローカルな要素をサ

イエンスやエンジニアリングで検証して現地にフィードバックするプ

ロセスがあると、技術がさらに進んで現地に根づくようになるかも

しれないと期待しています」（髙木准教授）

　日本以上に激甚な災害が多いバングラデシュでも、その土地特

有の防災対策が練られている。財政難や地質的な理由から堅固な

堤防を築くことができないため、災害時に命を救う術は“とにかく

逃げること”。逃げ遅れた人を出さないよう、ボランティアがお年寄

りをサイクロンシェルターという避難施設に誘導したり、学校でも

防災教育が非常に充実していたり。ソフトとして確立された逃げる

仕組みや社会は日本が学べる部分でもある。それは過去何十年も

災害に見舞われてきた経験から培われてきた。

　実際、途上国の多いアジアには地震、台風、火山などの災害発生源

が集中している。人口も突出して多く、島国や海岸線、さらにはデルタ

という非常に低くて平らな地形に人口が集まっているため、世界でも特

に沿岸災害リスクが高い。21世紀以降の犠牲者ワースト5の沿岸災害

はすべてアジアで起こり、これだけで犠牲者は40万人を超えている。

今アジアの途上国に必要な
ハイブリッド型の対策

　防災研究は、地域の災害に対する脆弱性を調べる研究とその対

策を考える研究に大きく分けられる。アプローチは多岐にわたり、

現場調査やその結果に基づいたコンピュータによる数値シミュレー

ション、確率・統計的分析、実験水槽を使った模型実験、現地での実

証試験などがある。その中で髙木准教授が現在特に力を入れてい

る研究の一つに、「その地域の環境と調和した」防災対策がある。

「ハイブリッド型と私は呼んでいて、近代的な要素とローカルな要素

を組み合わせて、全体として防災に役に立つ技術を開発したいと考

えています」（髙木准教授）

　日本の場合、防災といえばコンクリートで強固な構造をつくるの

が基本的な発想となる。一方、予算や環境との調和の問題などさま

ざまな制約があるアジアの途上国では、別の方法を考える必要が

ある。たとえば、マングローブなどの生態系の緩衝帯を堤防の前後

につくるといった、地域に根差した発想だ。固いものと柔らかいも

ののどちらか一つで対策をするわけではなく、環境と調和しながら

互いの弱さを補完し合えるように、いろいろな要素を組み合わせる

という視点が「財政基盤が弱い途上国になればなるほど不可欠」と

アジア沿岸域防災、その最前線へ。

1997年、横浜国立大学工学部建設学科卒業。1999年、横浜国立

大学大学院工学研究科修了。1999年より五洋建設株式会社 技術

研究所、国際事業本部ほか。2005年から2011年の間、横浜国立

大学工学研究院助手、早稲田大学研究員、国際協力機構など。

2011年より東京工業大学 大学院理工学研究科国際開発工学

専攻 准教授を経て、2016年より現職。2014年より東京海洋大

学 非常勤講師。博士(工学)、技術士(建設部門)。

環境・社会理工学院 准教授
融合理工学系 地球環境共創コース

髙木泰士 Hirosh i  Takag i

『生物学的文明論』（本川達雄・東京工業大学名誉教授著）「丸太杭」の
減災効果を研究しはじめました。今更ながらの技術ですが、この本に
「初めに円柱形ありき」という生物学的解釈があり、何だか頼もしく思
えてきました。堅いタイトルですが頭を柔らかくしてくれる良書です。

途上国では容易に入手できる
データは何一つなく、
自ら調べるしかない

Mekong〔Vietnam〕
災害調査では
人間の弱さとたくましさに
同時に直面する

Jakarta〔Indonesia〕

低平なデルタでは
正確な地形測量が不可欠。
計測器は時間をかけて調整

Mekong〔Vietnam〕
スマホの普及で

かつてより災害時の状況把握が
格段に容易になった

Macau〔China〕

ロ
ー
カ
ル
と

グ
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ー
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ル
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融
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世界遺産での洪水被害調査。
観光と防災の両立は
世界中で重要なテーマ

Hoi An〔Vietnam〕
高潮の中を歩行避難し
助かった家族への
聞き取り調査

Philippines

2001年以降の世界の沿岸災害犠牲者ワースト5

インド洋大津波（インドネシア・タイなど、2004年）

サイクロン・ナルギス（ミャンマー、2008年）

東北地方太平洋沖地震津波（日本、2011年）

台風ハイヤン（フィリピン、2013年）

サイクロン・シドル（バングラデシュ、2007年）
お薦め

1

2

5

3

4
1

2
5

3

4

約25万人

約14万人

約1万8,000人

約7,000人

約4,000人
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さがあるんです」（髙木准教授）

「たとえば重力がその場を支配しているというのはわかりますが、

人間がどう動くかを何が支配しているかはわからない。モデルを

つくっても正しいのかが確かめられない。そこで思考停止したり

考えること自体が間違いだったりするわけではなく、疑問に思った

り一歩引いて俯瞰的に見ることが学際性の良さです。理系の考え

から少し離れて謙虚になれるのは文理融合型の研究ならではの

魅力ですね」（髙木准教授）

　実際、国や地域によって災害時の人の動きは多様で、宗教上の男

女の扱いが避難時にバイアスとして働くこともある。そういった価値

観や風習の違いは、アジアの留学生と話していても分かるという。

　地域性は災害リスクの研究にもつながる。現在髙木研究室で学

ぶベトナムの留学生は、ベトナムの南端に広がるメコンデルタで起

こりうる台風の研究をしている。実は20年前すでに台風の被害に

遭い、約3,000人の犠牲者が出たが、驚くべきことにその実態はベ

トナムでもほとんど知られていない。科学的な調査がされず記録が

残っていなかったためだ。このままでは対策に活かせず甚大な被害

が予想されるが、まさに同様のケースが2008年にミャンマーで約

14万人の犠牲者を生んだサイクロン・ナルギスだった。

　大きな災害があった地域には人もモノも予算も集まって防災対

策が飛躍的に進む。反対に、これまで大きな災害がない地域は防災

への意識や関心が高まらず、対策も進まず、それが大きな災害につ

ながるというジレンマが生じる。こういった地域での災害リスクの

検証にも髙木准教授は力を入れる。

「ニーズのない事業は世界銀行や国際協力機構（JICA）などの国際機

関にはできません。要望や要請があって初めて事業化するわけですか

ら。大学だからこそ着目できるこの研究は、注目を集めてリスクがある

ことに気づいてもらうための力になると思います」（髙木准教授）

　一見ニーズとは無関係でも、大学の基礎研究は途上国だけでな

く将来の日本の力にもなる。少子高齢化が進む日本で、これまで

の膨大な防災のハードをメンテナンスし次の世代へ維持するため

の方策をどうするか。そこで先のハイブリッド型の防災対策に焦点

をあて、「ローカル材料を緩衝材として構造物本体の延命を図ると

いう発想や技術をまず途上国で培い、大学でも研究開発をしてい

つか確立されたときに逆輸入したい」と髙木准教授は語る。

　災害リスクが高い反面、途上国で防災を研究している人の数は非

常に少ない。これは発展の段階として、国に余裕がないうちは直接

経済的価値を生み出しにくい防災や環境などの分野に公的投資が

回らないためだ。

「経済発展の早い段階で防災を考えられる人がいるかどうか。しっ

かりとした防災基盤の下で、都市が発展していくことが、数十年、数

百年単位での持続的な発展につながります。日本で学んだのち自

国の大学で研究を続けている人もいます。そういったアジアの研究

者と共同研究を進めたり、留学生を受け入れたりしていけば20～

30年後には裾野は大きく広がるはずです」（髙木准教授）

防災はそもそも
学際的にならざるを得ない

　国内外のさまざまな研究者と共同研究を行う髙木准教授の取り組

みは非常に学際※的といえる。まず現地で災害リスクを調査するには

自然科学的要素、対策の考案には工学的要素、そして災害時の人の

振る舞いには社会科学や心理学的な要素が絡み、学問的にどんどん

広がっていく。このように防災の分野はそもそも広く、網羅的に扱う

となると必然として学際的な文理融合型にならざるを得ない。

　理工学としては、自然災害の検証や力学的な計算を物理方程式

にあてはめて解を導く。そしてモデルができれば、不確実性があり

つつもコンピュータのシミュレーションで予測をする。「そうして何

か一つわかると、またわからないことが何倍にも増えるんです。人

が逃げるときには心理、環境、社会、信条、宗教の要素まで入ってき

てモデル化がとても難しい。各分野で導き出した結果が混在し、そ

こから何かしら共通性や真理を見つけるところに防災研究の面白

現場と世界のつながりが
未来を救う

　民間企業に勤めていた頃から防災に関する現場業務が多かった

ことや、大学助手時代に国内外の災害調査を多く経験したことが髙

木准教授の今の研究につながっている。港の工事現場で働いてい

たときには実際に高潮を経験し、海水が打ち付ける事務所の扉を

必死に押さえたことも。だからこそ重視するのは現場視点。まずは

現場に行って何が問題かを見つけ出し、そこから研究課題を設定す

る。グローバルな視点から見る研究がトレンドの中で、現場からの

ボトムアップの研究を常としている。そのモットーは教育にも活か

され、国内外の現地調査でも極力学生を連れて行くという。

「もちろん教育の一環ですから、治安など下調べをして行き先は慎

重に考えます。現地では学生もきちんと仕事をしてくれますし、そ

の経験を研究として伝えていけたらと。また、研究室は今留学生の

方が多いのですが、アジア諸国から見て多くの災害を経験して乗

り越えているこの凄い国に留学したいと思われています。その留

学生たちと日本の学生たちの良いネットワークづくりができる場

をつくりたいですね。いつか海外に出たときに必ず活きてきます

から、お互いをつなげる場を提供し続けることは私の使命かなと

思います」（髙木准教授）

　そして髙木准教授が、現場視点でリスクを示すほかにもう一つ大

切にしているのは、解決策を提案できるような研究をすること。自分

はどう助かるのかと自問自答し、研究者として解決の道を具体的に

考えないといけないと話す。この学際的で多様性に富んだ考え方

は、大学の研究だからこその魅力につながっている。

「防災は広がる学問分野なので、発想として自由かつ多様であるべき

です。私が所属する融合理工学系はまさに何でもやってやろうじゃな

いかという精神の系。私もまだ山ほどやりたいことがありますし、学

生も自分なりに考えて色々チャレンジして、自由な発想を持って社会

に出て防災の向上につなげてもらいたいですね」（髙木准教授）

　アジアを中心として災害が頻発し、防災の研究と開発が世界的

なレベルで求められている今、髙木准教授と学生たちの取り組み

はこれからもあらゆる分野を巻き込みながら未来を切り拓いて

いくだろう。

私は学部生時代、世界の途上国に対するアプローチに取り組む国際開発工学科※

にいました。そこで休学をして30カ国ほど見てまわっているうちに、開発より
も人の命を守る防災で活躍していきたいと考え、髙木研究室の門をたたきま
した。現在、2013年にフィリピンで発生した台風ハイヤンを取り上げていま
す。高潮が予想できていたにも関わらず大きな被害が生じた理由のひとつは、
高潮を意味する現地の言葉がなく避難が遅れてしまったこと。そこで現地調査
を含めた高潮解析の計算結果を避難シミュレーションに入れ、避難所の配置
や避難警報発令のタイミングなど、どうすれば人々がより安全に避難できるか
を研究しています。大学という学術サイドは草の根的な研究をする必要がある
と髙木先生はよくおっしゃっていて現地調査もパワフル。私は来年4月から途
上国の防災を行政から支援する会社に就職しますが、この研究室で学んだ知
識と現場意識を持って世界の防災分野に関わっていきたいです。

バングラデシュでの高校時代にサイクロン・シドルの被害に遭い、大学卒業後2年
間は防災の分野で仕事をしていました。実践的な防災先進国の日本でさらに防
災を学ぼうと留学を決め、沿岸域防災のテーマに共感してこの研究室にたどり着
いたのです。サイクロンによる高潮は、低気圧で押し上げられた波が強い風を受
けて発生するというのが一般的な理論でした。しかし、進行速度や大きさ、海岸の
地形などを加えるとそこには因果関係があることがわかり、その一つひとつは小
さな発見ですが誰も関連づけたことがなかったものでした。これらをすべて合致
させることができればまさに新発見！ 母国や世界のため、その新しい発生要因を
見つける研究をしています。髙木先生はいつも的確なアドバイスやモチベーショ
ンをくれる、最も影響を与えられている人。現地調査や論文執筆を通して知識と
経験を結びつける大切さを教えられます。今後は大学に残って研究や教育に取り
組み、沿岸防災分野に尽力したいと思っています。

イスラム・エムディ・レズワール Rezuanul Islam

環境・社会理工学院 融合理工学系 地球環境共創コース 修士課程2年

V O I C E

まだ誰も発見できていない
高潮の新しい発生要因を求めて

現場への意識を持って
草の根の防災に光をあてたい

黒部笙太 Shota Kurobe
環境・社会理工学院 融合理工学系 地球環境共創コース 修士課程2年

『Cyclone disaster vulnerability and response experiences in 
  coastal Bangladesh』          （ Edris Alam &  Andrew E. Collins 著）

『Why relatively fewer people died? The case of Bangladesh’s 
  Cyclone Sidr』                                                    （Bimal Kanti Paul著）

『土木と文明』
（合田良実著）

http://www.ide.titech.ac.jp/̃takagi/研究室ウェブサイト

サイクロン災害で助かった
村の人々。近隣には村ごと消滅して
しまった場所もある

Myanmar

※学際とは、研究などにおいていくつかの異なる学問分野にまたがって行われる
　様子を指す。

https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/
j.1467-7717.2010.01176.x

URL

https://link.springer.com/article/
10.1007%2Fs11069-008-9340-5

URL

ここでの調査はバイクが一番。
多くの地元学生は道を熟知している

Ho Chi Minh〔Vietnam〕
同じ時間に同じ地区にいて
助かった人と助からなかった人が。
何が違いを生んだのか

Tacloban〔Philippines〕

竹材を使った安価で
低環境負荷の海岸保全。
タイの大学との共同研究

Thailand
ベトナムの実験水槽を

使った共同研究。
施設は新しく、防災研究の

幕開けを実感する

Vietnam

※2015年度以前の入学者の所属です。2016年以降の入学者は、
　環境・社会理工学院融合理工学系になります。

お薦め

お薦め
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https://www.titech.ac.jp/news/
2018/040767.html

https://kyoyo.rpd.titech.ac.jp/research/life_science/

https://www.titech.ac.jp/enrolled/facilities/nursery.html

「提供：隅研吾建築都市設計事務所」

https://www.titech.ac.jp/graduate_school/support/dormitories
東工大の寮についてもう少し知りたい方はこちら↓

Pergola

学びだけじゃない！ 
未来へ向けた多様な「場」づくり。

すずかけ台 キャンパス

すずかけ台 キャンパス

すずかけ台 キャンパス

大岡山 キャンパス

大岡山 キャンパス

大岡山 キャンパス つ
ど
う

「日本の東工大から、世界のTokyo Techへ」のスローガンのもと、

新しい教育システムをスタートさせた東工大。

多様性を重視した教育を充実させる取り組みのひとつとして、

キャンパスや関連施設の整備がぞくぞくと進行中です。

異文化・国際交流、社会連携をキーワードに、

未来へ向けて進化するさまざまな「場」を紹介します。

東工大のランドマークとして、大岡山キャンパス正門入口付
近に設置される「Hisao & Hiroko Taki Plaza（ヒサオ アン
ド ヒロコ タキ プラザ、以下、Taki Plaza）」（地上2階・地下2
階、延床面積約4,500平方メートル）。株式会社隈研吾建築
都市設計事務所による設計のもと、2018年度に工事を開始
し、2020年10月のオープンを予定。学生のための新しい国
際交流拠点となります。建物のコンセプトは「外国人学生と日
本人学生がここで出会い、絆を深め、共にまだ見ぬ未来を生
み出そう」。名称は、寄附者である東工大卒業生で株式会社
ぐるなび 代表取締役会長・CEOの滝久雄氏に感謝の意を表
すとともに、学生が集う場所という思いを込めてTaki Plaza
に決定しました。

Hisao&Hiroko Taki Plaza

2017年9月、大岡山キャンパス緑が丘地区内にオープンした留
学生と日本人学生の共住型の男子寮（地上4階建て定員63名）で
す。様々な交流ができる2層吹き抜けの共有スペースがあり、各階
には畳コーナーを設置。寮の中で異文化コミュニケーションを日
常的に行うことで、日本人学生と留学生が相互に学びあえる環境
を用意しています。

緑が丘ハウス

2017年4月に地上3階建て定員102名の女子寮が大岡山
キャンパスの近くにオープン。自然豊かな洗足池から徒歩3
分、大岡山キャンパスへ歩いて15分、自転車なら5分で通える
絶好のロケーションです。3つの個室とリビングルームで構成
されたユニット形式の寮は日本人学生と留学生共住型で、
日々国際感覚を育めます。洗面台や姿見、大きめのシューズ
ボックスなど女性への心配りが各所に見られます。

洗足池ハウス

パーゴラ

2016年6月に開通し、キャンパスの構内道路と共同溝をループ化。災害
時の緊急車両の二方向化や、ライフラインの安全性が向上し、より安全・
安心な環境が実現しました。セイヨウボダイジュなどを植樹し、ウッド
デッキ状のベンチや加藤山散策路への新たなアクセスを設置。季節ごと
に様々な景色が楽しめる、散歩や憩いの場となります。

すずかけ台キャンパス外周道路

2017年5月、島津製作所から寄贈されたライフサイエンス関
連先端精密機器を中心に先端的な機器を備えた施設が生命理
工学院内に開設。若手研究者や学生などの研究支援、国際共
同研究や種々の企業との産学連携の推進に活用されていま
す。学内に設置された企業との連携による初めての共用機器室
となり、全学的な設備共用化をさらに加速していきます。

2017年4月に、海外からの研究者・留学生、産休・育休から復帰する教
職員・学生のための学内保育所が開園。年度初めの4月に限らず、いつ
からでも受け入れています。また、定員12名のうちの一部を地域に開
放し、東京都大田区の待機児童解消にも役立つ保育所となっています。

てくてく保育園

島津製作所 精密機器分析室

Taki Plazaでは「つながる」をキーワード
に、①留学生を含む多様な学生、教職員
が集う交流イベントスペース、②教育改
革によるカリキュラム刷新に伴い活発化
した、グループ学習のためのスペース、
③海外の大学や留学支援の情報、学生同
士の情報を共有できるインフォメーショ
ンスペース、④学生にとって必要なサー
ビスが、スムーズに受けられるサポート
スペースを実現。様々な垣根を越えたコ
ミュニティを創ることで、学生の主体的な
志を育てるスペースが誕生します。

さ
さ
え
る

つながる

2018年4月、東急大井町線等3線が乗り
入れる「大井町」駅徒歩11分の交通利便
性が高い場所にオープンした男子寮（地
上5階建て定員165名）。3つの個室と共有
部分のダイニングキッチン、トイレ、シャ
ワールームで構成されたユニット形式で
す。日本人学生と留学生共住型の寮で異
文化コミュニケーションを育みながら、個
室でプライバシーも確保できます。

南品川ハウス

2018年8月、キャンパス中央部のウッド
デッキが敷かれた中央広場にパーゴラ（つ
た等を絡ませて日陰等を作る棚）と、プラ
ンター一体型のベンチを設置。
すずかけ台特有の豊かな自然環境のもと、
学生・教職員が研究等の合間にリフレッ
シュする憩いの場として、また、学生同士の
語らいの場として生まれ変わりました。

進化する
東工大

T e c h  T e c h10 112 0 18  A u t u m n
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西場正浩 エムスリー株式会社

エンジニアリンググループ　

機械学習エンジニア

博士(工学)M a s a h i r o  N i s h i b a  

　私は現在、エンジニアリンググループAI・機械学

習チームのチームリーダーとしてチームマネジメ

ントをしながら、自分自身もプレーヤーとして自然

言語処理を使ったアルゴリズムの開発をしていま

す。主に行っているのは、ユーザーの嗜好を予測し

提示すべきアイテムを決めるリコメンド機能のシス

テムや、コンテンツ間の関連性の抽出など。東工大

では修士と博士で数理ファイナンスを学び、前職の

銀行ではクオンツ（金融工学の手法を用いて市場

動向などの分析や予測を行う業務またはその専門

家）をしていました。転職を考えたのは、金融にか

わりトレンドとなった機械学習の分野でスキルを

伸ばせると思ったからです。機械学習の医療分野

への応用は世界的な注目度や社会貢献度が高く、

何より自分がやりたいこととのマッチ度が一番高

かったエムスリー株式会社で新しいチャレンジが

できることになりました。

　もともと数学とコンピュータを使う仕事をずっと

やっていきたい思っていました。修士や博士で学ん

だ数学とエンジニアリングは今までのキャリアの

ベースになっています。学生の頃は特に論文を読

み、数値実験で再現することなどに取り組んでいま

した。そこで鍛えられた論文を読む技術や数学を

理解する知識は、論文からプログラムに落とし込む

実際の業務に非常に役に立っています。それに、学

部のときは経営システム工学科で組織論などを学

んでいたんです。理系の中でもやや文系に寄った

経営工学の知見は、マーケティングやプロモーショ

ンなどプロジェクトを推進していく上で力になって

います。チーム運営や組織で自分がどう振る舞うべ

きかといった知識は、前職でも現職でもチームビ

ルディングを任せてもらえていることに活かされて

いると実感しています。

　学部生のときは外資系の経営コンサルタントにな

りたいと漠然と考えていました。実は修士に進むか

も迷っていたぐらいで。当時コンサルへの就職を目

指すグループに参加していて、そこに非常に優秀な

同級生が2人いたんです。今も世界的に活躍してい

て、一人は会社経営をしていたり、マサチューセッツ

工科大学（MIT）でスピーチした記事を見かけたり。

とにかく頭の回転が速かった。そんな彼らと議論を交

わすうち、経営の分野では「勝てないな」と感じ、自分

のキャリアを真面目に考えるようになりました。世界

に対してチャレンジできることは何か。自分の好きな

こと・得意なこと・世の中の役に立つことが重なるの

はどこか。それが数学とエンジニアリングだったので

す。今思えば、自分の人生における一つのターニング

ポイントでしたね。

　そこで、経営工学から分野を変えて、修士では数

理ファイナンスが専門の二宮祥一先生の研究室に

入りたいと思い、技術経営専攻（現・技術経営専門

職学位課程※）に進学しました。修士から本格的に

数学の勉強をはじめましたが2年間では時間が足り

ないと感じていました。数学は答えに辿りつくまで

非常に時間がかかります。だから博士への進学は当

然のように決めていました。数理ファイナンスの世

界では、当時は欧米の金融機関でクオンツをする場

合に博士号または同等の業績が必須だったことも

あります。将来を考え、世界の水準に挑む技術を学

ぶ時間として必要だったと思っています。

「数学とコンピュータ」が
今の自分をつくっている

友人との出会いからはじまった
勉強の日々と世界への挑戦

　技術で勝負していくなら、ベースとなる知識の勉

強をし続けないといけません。でも、一度社会人に

なるとまとまった勉強時間を確保するのは難しくな

ります。学生に戻る選択肢もありますが、心理的に

も状況的にも難しい。だから学生のうちは時間を

できる限り勉強に費やした方がいいと私は思いま

す。学生のときにしかできないのは長期旅行では

なく勉強。技術や知識があれば、社会人は転職の

合間に長期休暇をとることもできますから。

　医療はIT化がまだまだ進んでいない分野です。社

会問題として10年後には医療費が60兆円になると

いわれる中で、医療コストを1円でも減らすという会

社のミッションには理屈でなく共感しています。一エ

ンジニアとしてできることは多いですが、命に関わ

る分野なので精度が強く求められます。たとえば機

械翻訳の誤訳で薬の容量や単位が変わる、画像診

断で病気の人を健康だと判断してしまうといったリ

スクは非常に高い。精度の高め方は技術的に難し

いですが、数々の論文を理解して応用を考えたり、

AI学習における質のいい学習データを集めたりと、

様々な工夫をする必要性にやりがいを感じます。

　自然言語処理では、薬や検査項目の結びつき、

疾患同士の関連の抽出などを行う必要がありま

す。そのときの単語の分割やつながりが難しく、た

とえば乳がんと肺がんのように、よく似た文章内で

使われる病名であっても、診療科や治療の観点で

近いとは必ずしも言えません。文脈での距離の近

さだけでなく、医師の専門分野の観点でも近いほ

うが好ましいです。その定義はとても難しいです

ね。まだまだドメインの知識が浅く、自分がつくった

アルゴリズムの出力結果が適切なのかを調べなが

ら開発しています。ただチーム間の情報共有や議

論は活発で、他のメンバーが開発した資産を併用

するなど、社内外問わず全体として取り組まないと

いいものはつくれないと感じています。仕事では、

過去にない問題を新しく解いたところに価値が生

まれると思います。だから自分が抱えている問題は

まず過去の文献をあたって適した技術を選び、新

しく解くべき点を見極めた上で取りかかります。ま

た、同じ問題に対して同じ工数でも他の人より高い

パフォーマンスを出すことを常に心がけています。

一番品質のいいものをつくりたいという技術者とし

てのプライドですね。

東京工業大学工学部
経営システム工学科（学士課程）入学
「高校の頃、インテリアデザインの
  学校に進もうかと本気で悩んだ
  時期もありました」

大学院イノベーションマネジメント研究科
技術経営専攻（専門職学位課程）入学

大学院イノベーション
マネジメント研究科
イノベーション専攻
（博士後期課程）修了後、
三菱東京UFJ銀行
（現・三菱UFJ銀行）入行

チームリーダーとして
チームマネジメントに参画

部下の退職を通して
チームマネジメントの
難しさを学んだことが
大きな転機に

「二宮祥一先生のもとで学びたくて
  技術経営専攻を選びました」

2005年、東京工業大学工学部経営システム工学科（学士課程）入学。2009年、大学院イノベーション
マネジメント研究科技術経営専攻に進学、2011年に専門職学位課程（修士に相当）修了。2013年にイ
ノベーション専攻（博士後期課程）修了。2013年、三菱東京UFJ銀行（現・三菱UFJ銀行）に入行し、数学や金融
工学の手法を用いたクオンツの実務を担当。2017年、エムスリー株式会社に転職し、現在に至る。

高校生のときから好きだった数学への思いを胸に、

東工大では大学院から数理ファイナンスを学んだ西場正浩さん。

社会人となった後に金融から医療へとフィールドを移し、

現在は人工知能（AI）の機械学習エンジニアとして

人の役に立つ質の高いサービスの開発に取り組んでいる。

　精度やクオリティを高めたいというのは、医療

分野に身を置く自分のモチベーションにもなって

います。たとえば自分が重い病気を患ったとき、ど

んな医師とマッチングするかわからないのはすご

く嫌なんです。運任せで人生をコントロールされ

たくない。でも適切な人を探すにはコストがか

かって非効率。サービスを向上することで、正しい

情報を伝えて判断できる世の中になってほしいと

強く願っています。質の高いものは世界中で使え

るようになったら楽しいと思うので、より多くの

ユーザーに届けるためにいつか海外に行きたい

と考えていますね。

　コンテンツのリコメンドというアイデア自体は

単純ですが、Amazonの検索やNetflixの映画視

聴でも、非常に高い精度で実現されたらすごく便

利ですよね。医療をより良くしていくにも、便利な

アイデアを考えられる人とそれをユーザーが満足

できるレベルで開発できる人が必要です。私はエ

ンジニアとして、面白いアイデアを高いクオリティ

で実現することで人の役に立つサービスをつくっ

ていきたいです。

2005

Nishiba’s 
Career Path

2009

2013

2014

2016

2017

数学とエンジニアリングで

世界水準のサービスをつくっていきたい

（取材日：2018年6月18日／エムスリー株式会社にて）

エムスリー株式会社入社
AI・機械学習チーム立ち上げ

新しいアイデアを実現する
高いクオリティを求めて

※技術経営専門職学位課程とは
大学院課程の1つで、修士課程に相当します。ビジネス・技術経営分野の専門職大学院は全国30大学にあり、
本学で取得できる学位は「技術経営修士（専門職）」になります。
科学研究・技術開発に強みを持つ東工大ならではの課程で、社会人学生が約80％在籍するなど、一般学生と
社会人学生がともに学習することにより、多様な価値観や考え方を学ぶことができます。
イノベーション創出のリーダーとして、幅広い視野をもち高い倫理観のもとに科学・技術を活用し、事実に
基づいて自ら構築した理論に立脚した責任のある決断ができ、産業や社会の発展に貢献する実務家の養成を
目的としています。

東工大で博士号を取得した方々が、
歩んだキャリアパスと現在の活躍を紹介します。



※学生企画は、学生広報サポーターによる自主企画ページです。

教師が頑張って教えるより、学生同士が自発
的に学びあって成長しあえる授業が理想だ
と思います。この授業は参加型の授業で、学
生が能動的に学習できるように心がけてい
ます。将来は皆さんに、話しやすい場を気軽
に作って協働共創を促すリーダーシップを発
揮し、活躍して欲しいと思っています。

中野民夫教授

コミュニケーション論は、東工大立志プロジェクトの少人数グループワークの
精神を受け継いで、生身のコミュニーケーション能力の向上を目指した授業で
す。初対面の人と話すコツや、アイディアを引き出す方法、聞き方のスキルなど
の紹介を挟みつつ、4人の少人数グループで対話をするのがメインになってい
ます。お昼後すぐの授業でも眠そうな学生は一人もいなく、皆生き生きとこの
授業で初めて知り合った学生同士が話しているのが印象的でした。

コミュニケーション論

教えるとき気を付けていることはありますか？

歴史などの社会科目を苦手にする学生が多く、それは社会科目を暗記と思い

込んでいることが原因だと思うので、裏話を話しつつ因果関係を教えて興味

を持ってもらうよう気を付けています。

池上先生の考える理想の授業とは？

一方的に教えるのではなく、授業をきっかけに１つ１つを自分の問題として

とらえ、自分で考えるようになってほしいです。

先生から見た東工大生とは？

ザ・理系といった感じで視野が狭かったり服装がダサかったりするイメージ

もありますが、頭の回転は速く真面目だと感じます。

未来の東工大生へ

東工大に入ることが現時点の目標だと思いますが、大学に入ってから何を

学ぶか・どうやって生きていくかを学んでほしいです。また、世界に目を向

け、将来は世界で活躍してほしいです！

この講義では、現代に生きる学生たちに、憲法や安保、日米関係、アジアや
中東の国際関係、宗教の歴史や慣習など社会に出てから必要とされる現代
社会の認識力を身につけることを目標としています。新聞、雑誌、テレビ、
ネットで流れる様々なニュースを理解し、池上先生のお話をお聴きして基本
的な知識を習得してから、その意味や背景を独自に判断・評価して学生自
身の見解を発表するという講義の流れになっています。

池上 彰 特命教授

東工大立志プロジェクト

東工大立志プロジェクトはリベラルアーツ研究教育院の教員
が総力を挙げて取り組んでいる授業です。目的の一つに「学生
同士のコミュニケーションの促進」があり、このような対話形式
の授業を必修にしている大学は日本では少ないと思います。
そしてもう一つ、最大の目的は、与えられた問いに対して効率
よく適切な解を出すという「受験マインド」をリセットすることで
す。大学においては「問いを立てる」ことが非常に重要であり、
それこそが勉強の目的です。入学直後に受講するこの授業を通
してそのことを少しでも知ってもらいたいです。

この授業は様々な分野の第一線で活躍するゲスト講師による大人数講義
と、少人数クラスで行うグループワークの2つのパートに分かれています。グ
ループワークでは講義の内容について学生が自由に話し合いますが、その
雰囲気は和気あいあいとしていて個性的な意見がたくさん出ます。

三ツ堀広一郎准教授

この授業では、ゲーム理論の基礎と、そこから派生した意思決定に関わる様々な
数理的理論を扱います。複数の意思決定者による競争の中で、意思決定者が自
分にとってより良い結果を達成しようとする「個人の合理性」と、社会全体にとっ
て望ましい「社会の効率性」を両立
させるためのアイデアを学ぶこと
ができます。

意思決定論

競争の状況を数理的に表現し、分析していく
ことを楽しんでもらいたいと思います。自分の
利益を追求したはずなのに、社会全体で見る
と実は無駄が多い結果になっていた、という
ことは、実生活でも実社会でもよく起こりま
す。この授業で学んだことを生かして、本当の
意味で賢く意思決定しましょう。

猪原健弘教授

この授業では、いかにわかりやすく教えるか
というよりも、いかに学生が答えのない問い
に対して考えて話し合えるよう促せるかに
注力しています。「これが最善のリーダー
シップだ」という解はありません。このような
答えのない問題を考えてもらいたいと思っ
ています。

林直亨教授

大学院生向けの授業であるリーダーシップ
道場では、支援型リーダーシップについて
学生同士がディスカッションしながら学ん
でいます。高校までの授業とは大きく違い、
この授業では先生が学生に一方的に教え
ることはほとんどありません。学生は積極
的に意見を出し合ってリーダーシップにつ
いての考えを深めています。

リーダーシップ道場

通常の講義とは違い、ゼミ
ではその時の学生のニーズ
にあったテーマを提供して
いて、これまでテーマが被っ
たことはありません。東工大
生はコミュニケーションが苦
手だと言われがちですが、
顔を上げて授業を受けてい
て、皆明るいと思います。笑
いがあり最後にホロリとさ
せる授業が理想の授業だと
思います。

現代宗教に関する様々なテーマに基づいて議論をし
ていく授業です。毎週、学士課程から大学院まで様々
な学年・専門分野の学生が集まって、少人数で議論や
グループワークをしながら授業を行います。時には、
他大学の学生や、神職の方を招いてディスカッション
を行ったり、フィールドワークを行うこともあります。今
年度の始めには、映画『永遠の0』を鑑賞し、特攻は自
爆テロなのか？などについて議論を進めていきまし
た。通常の文系授業とは異なり、ゼミでは各々が自分
の意見を発言していくので、自分の意見を他人に伝え
る力も身につきます。

弓山達也教授

（現代宗教/スピリチュアリティ論）人文学系ゼミ

学 生 企 画

文系教養教育で育む大きなこころざし

文系？リベラルアーツ？？
東工大流

東工大には理系の授業しかないと思っていませんか？ 実は理系の授業以外にも文系の授業が数多くあるんです！ 
この文系科目は、自分と世界とのつながりを新たに発見するためにあるワクワクする授業です。 
今回はそんな魅力的な文系教養科目の授業を取材しました。

教養特論：現代社会論
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